
 

生ごみの減量に
ご協力ください 

廃棄物対策課    382-7609     382-2214
　 haikibutsutaisaku@city.suzuka.lg.jp

　日常生活の中で出される「も
やせるごみ」の約半分は生ごみ
で、その約80％は水分といわ
れています。水分を減らすこと
で、ごみ減量につながりますの
で、ご協力をお願いします。 

〇臭いの発生が少なくなる。
〇ごみの収集運搬や焼却に
費やすエネルギーを減らすこ
とができる。 

 
1.水切りネットや水切り袋に生
ごみを入れる。
2.シンクで手や道具（フライパ
ン用のスクレーパーがオスス
メ）を使って、しっかりと水を
押し出す。
3.新聞紙などで作ったごみ箱に
入れて乾燥させる（特にコー
ヒーフィルターなど）。
4.新聞紙ごとごみ袋へ捨てる。

▲新聞紙などで作ったごみ箱

アイデア ❶

　生ごみになる部分に水がつか
ないよう、食品（野菜など）は切っ
てから洗う。 

アイデア ❷

　自宅に庭や畑がある方は、
フルーツの皮などを日光で乾
燥すると写真のようになりま
す。乾燥させると燃えやすくな
り、効果的です。 

　ぜひ、紹介したアイデ
アを試していただき、
さらなるごみ減量にご
協力ください。 
 他にも応募があったア
イデアは市ウェブサイト
で紹介していますので、
QRコードからご覧くだ
さい。

　野菜の葉っぱ（大根の葉など）
をみそ汁などに入れる、食べき
れる分だけ買うなど、生ごみを出
さないようにする。

アイデア ❸

アイデア ❹

生ごみを減らすメリット 

マスコットキャラクター「クリン」
鈴鹿市不法投棄対策連絡会議

生ごみの水切り
アイデアを紹介 

 8月20日から9月20日まで実
施した「生ごみの水切りアイデ
アコンテスト」で、皆さんから募
集したアイデアの一部を紹介
します。ぜひ、お試しください。

1.ビニール袋に切り込みを入れ、
ごみ捨て用の台所のカゴにセ
ットする。
2.捨てる時によく水を切って捨
てる。

生ごみの水切りアイデア
コンテスト


